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（ユーラシア
プレート）
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日本海溝相模トラフ

千島海溝
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南海トラフ地震臨時情報
気象庁では、想定震源区域やその周辺で「Ｍ６.８程度以上の地震」もしく

は「通常とは異なるゆっくりすべり（住民が揺れを感じることがない、プレー

ト境界面のゆっくりとしたずれによる地殻変動）」などの異常を観測した場合、

『南海トラフ地震臨時情報（調査中）』を発表します。調査が終了すると、以

下のように発表が行われ、避難が必要かどうかを判断することになります。	

	 	藤沢市は『南海トラフ地震防災対策推進地

域※１』及び『南海トラフ地震津波避難対策特

別強化地域※２』として指定されています。

　南海トラフ地震は概ね１００～１５０年間隔で繰

り返し発生しており、地震の周期を考えると、今

後３０年間で「南海トラフ地震」が起こる可能性

は７０％～８０％にのぼります。（平成３１年１月１日現在）

　藤沢市における最大津波高は７ⅿで、津波高１ⅿの津波が到達するのは地震発生

後約３２分と想定されています。地震は一度では終わらず、時間差で起きる場合も

あり、後発地震に備えた行動をとる必要があります。

※１南海トラフ地震防災対策推進地域

・	被害想定などの結果、震度６弱以上

・	大津波（３ｍ以上）で海岸堤防が低い	など

南海トラフ地震による大津波の危険性

私たちの対応 市の主な対応
南海トラフ地震

臨時情報

●	津波からの避難に時間を要する要配慮

者などは、引き続き１週間避難を継続。 

※行政からの呼びかけ等に従って行動を！

●	大津波警報等が発表されたらただち

に避難！

●	通常の生活に戻ります。ただし、大規

模地震が起きる可能性がなくなった

わけではないことに留意しましょう。

大津波警報等から津波注意報に切り替

わった（当該地 域の「避難指示」の

解除）後も、後発地震に備え避難対策を

講じます。

継続して情報収集を実施します。

巨大地震警戒

●	地震への備えを再確認！

●	避難先の確認や家族との連絡手段等

を共有しましょう。

市民に対する今後の備えに関する呼びか

けます。（①非常用携行品等の確認、②避難

先の確認、③家族との安否確認手段の取り決

め、④家具の転倒防止の確認等）

巨大地震注意

調査終了

※２南海トラフ地震津波避難対策特別強化地域

・	地震による津波で３０分以内に３０ｃｍ以上の浸水が生じる

・	同一県内の津波避難対策の一体性が必要な地域	など

音声ガイダンス


